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橋
梁
点
検
の
必
要
性

　
平
成
24
年
12
月
に
中
央
自
動
車
道
の
笹

子
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
天
井
板
崩
落
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
国
で
は
平
成
25
年
に
道
路
法
を
改

正
し
、
翌
年
の
７
月
に
は
省
令
・
告
示
に

お
い
て
橋
梁
（
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
含
）

な
ど
の
道
路
構
造
物
に
対
し
、
道
路
管
理

者
に
よ
る
５
年
に
一
度
の
近
接
目
視
な
ど

の
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
ま

し
た
。
一
般
に
橋
梁
の
寿
命
は
50
年※

と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
構
造
形
式
や
供
用

条
件
な
ど
に
よ
っ
て
も
疲
労
や
損
傷
の
程

度
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。  　

　
町
で
は
、
架
設
後
50
年
以
上
経
過
し
た

橋
梁
を
対
象
に
架
け
替
え
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
点
検
に
よ

っ
て
橋
梁
ご
と
の
状
態
を
正
確
に
把
握

し
、
必
要
な
修
繕
を
見
極
め
、
今
後
の
維

持
管
理
に
必
要
な
予
算
の
削
減
を
図
る
と

と
も
に
、
長
寿
命
化
を
目
指
し
ま
す
。

※
『
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
に
関
す

る
省
令
』
に
よ
る
と
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
の
も
の
が
60
年
、
金
属
造

の
も
の
が
45
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

橋
梁
と
は…

…

　
河
川・渓
谷・運
河
な
ど
の
上
に
架
け

渡
し
、
道
路
・
鉄
道
な
ど
を
通
す
構
築

物
。
橋
。

用
語
解
説

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
と
は…

…

　
地
中
に
埋
設
さ
れ
る
箱
型
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
。

橋梁点検って必要なの？？？
きょうりょう

橋梁点検を実施しています！！

？？



維
持
管
理
・
取
組
み

　
道
路
管
理
者
は
、
点
検
・
診
断
の
結
果
、

必
要
な
措
置
を
効
率
的
・
効
果
的
に
実
施

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
施
設
の
状
態
を
記
録
し
、

次
の
点
検
・
診
断
に
活
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
サ
イ
ク
ル
」
と
も
呼
ば
れ
、
橋
梁
の

「
長
寿
命
化
」に
取
り
組
む
大
切
な
仕
組
み

に
な
り
ま
す
。

　
町
道
上
に
架
け
ら
れ
て
い
る
橋
梁
は
69

橋
あ
り
、
平
成
28
年
度
末
ま
で
に
21
橋
の

点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
残
り
の
48
橋
に

つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
点
検

を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
の
点
検
結
果
を
も
と
に
、
管
理
す
る

橋
梁
の
老
朽
化
の
現
状
を
把
握
し
、
得
ら

れ
た
情
報
か
ら
適
切
な
健
全
度
の
診
断
を

行
い
、
修
繕
な
ど
必
要
な
処
置
を
実
施
し

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
情
報
を
記
録
し
、

次
回
の
点
検
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
取
組
み
を
継
続
的
に
行
い
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う
橋
梁
の

維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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メンテナンスサイクル概略図

●効率的な維持管理のた
　め、点検・診断・措置
　の結果を記録します。

●橋梁点検を５年に１回
　実施します。

●診断結果に応じて、必
　要な措置を実施します。

●点検結果や記録をもと
　に、健全度の診断をし
　ます。

診断

措置

点検

記録

【
問
合
せ
】

　
都
市
整
備
課
整
備
班

　
（
電
話
）
75

－

３
６
４
７

路線名

No2 宿平山線
No68 神縄平山線
No200 城山線
No3 尺里高松線
No211 小塚線
No242 尺里村雨線
No5 鍛冶屋敷線
No63 堀割前安戸線
No144 上の台下鷲鷹線
No187 谷ケ嵐線
No171 尺里西上の台線
No2 宿平山線
No195 塩沢線
No57 滝入口線
No195 塩沢線
No6 共和清水線
No141 前安戸線
No255 大滝１号
No66 深沢線
No2 宿平山線
No245 鮎沢１号

橋長（ｍ）

97.60 
84.50 
105.00 
23.05 
9.10 
41.00 
5.50 
20.00 
5.90 
82.00 
25.00 
12.55 
16.00 
10.60 
6.90 
11.40 
65.22 
22.65 
7.30 
6.20 
8.40 

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅰ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅰ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅱ

橋梁名

高 瀬 橋
平 山 橋
城 山 陸 橋
安 洞 橋
新 小 塚 橋
根 石 橋
前カシガ尾橋
堀 割 橋
下 鷲 鷹 橋
嵐 橋
上 の 台 橋
屋久野橋（既橋）
塩 沢 橋
滝 沢 橋
不 動 沢 橋
鍛冶屋敷沢橋
前安戸歩道橋
大 滝 橋
イ マ ン 沢 橋
長 生 橋
柏 木 橋

通し番号

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

点検年度

H27

H28

点検
結果

健　　　　全

予防保全段階

早期措置段階

緊急措置段階

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

状　　　　　　　態
構造物の機能に支障が生じていない状態。

構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を講ずる
ことが望ましい状態。

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき状態。

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、緊急
に措置を講ずべき状態。

区　　分判定
区分

　橋梁などの場所につきましては、役場
都市整備課でご覧いただけます。また、
町ホームページからもご覧いただけます。

判定
区分



　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
前
は
、
生
活
雑

排
水
（
風
呂
、
台
所
な
ど
の
水
）
は
そ
の

ま
ま
川
や
海
に
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、

水
洗
化
さ
れ
た
ト
イ
レ
の
水
や
生
活
雑
排

水
が
下
水
処
理
場
で
処
理
さ
れ
て
か
ら
、

川
や
海
に
流
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
悪
臭
が
抑
え
ら
れ
、
水

質
が
保
全
さ
れ
る
こ
と
や
、
蚊
・
ハ
エ
な

ど
の
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

環
境
衛
生
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
、
遅

滞
な
く
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
山
北
」・「
岸
」・「
向
原
」・「
平
山
」
の

各
地
域
で
公
共
下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ

て
い
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
下
水

道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
は
、
町

の
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
上
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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１
９
６
１
年
（
昭
和
36
年
）
に
、
著
し

く
遅
れ
て
い
る
わ
が
国
の
下
水
道
の
全
国

的
な
普
及
（
当
時
の
普
及
率
：
６
％
）
を

図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
下

水
道
を
所
管
し
て
い
た
建
設
省
（
現
在
の

国
土
交
通
省
）、厚
生
省（
現
在
は
環
境
省

に
所
管
変
更
）
と
日
本
下
水
道
協
会
が
協

議
し
て
「
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
」
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
が
経
過
し
、
日
本
に

お
け
る
近
代
下
水
道
の
基
で
あ
る
旧
下
水

道
法
が
制
定
さ
れ
た
１
９
０
０
年
（
明
治

33
年
）
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え
、
そ
の
記

念
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
２
０

０
１
年
（
平
成
13
年
）
が
21
世
紀
の
ス
タ

ー
ト
の
年
に
あ
た
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
近

年
の
下
水
道
に
対
す
る
認
識
の
高
ま
り
も

あ
り
、
よ
り
親
し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て

「
下
水
道
の
日
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
下
水
道
の
日
が
９
月
10
日
と
定
め
ら
れ

た
の
は
、
下
水
道
の
大
き
な
役
割
の
一
つ

で
あ
る
「
雨
水
の
排
除
」
を
念
頭
に
、
台

風
が
多
い
と
さ
れ
る
時
期
で
あ
る
２
１
０

日
を
過
ぎ
た
日
（
立
春
か
ら
２
２
０
日
）

が
適
当
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

【
参
考
：
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

下
水
道
の
日
と
は
？

な
ぜ
下
水
道
が
必
要
な
の
か
？

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

９月10日は下水道の日

～下水道 水が自然にかえる道～
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下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
区
域

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
（
三
保
地
域
を

除
く
）
に
は
、
河
川
の
水
質
浄
化
を
図

る
た
め
、
家
屋
の
建
て
替
え
や
浄
化
槽

の
改
修
の
際
は
、
家
庭
用
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
設
置
の
際
に
は
設
置
費
用
の
一
部
が

補
助
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
上
下
水
道
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 合

併
浄
化
槽
の
設
置
を

　
三
保
地
域
で
は
、
三
保
ダ
ム
集
水
域

に
お
け
る
高
度
処
理
型
の
合
併
処
理
浄

化
槽（
チ
ッ
素
、リ
ン
除
去
型
）の
設
置

を
促
進
し
て
い
ま
す
。
町
が
設
置
し

て
、
使
用
者
か
ら
分
担
金
・
浄
化
槽
使

用
料
を
い
た
だ
い
て
、
維
持
管
理
は
町

が
行
い
ま
す
。
設
置
を
希
望
さ
れ
る
方

は
事
前
に
上
下
水
道
課
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
合
せ
】

　
　
上
下
水
道
課
管
理
班

（
電
話
）
75

－

３
６
４
５

町
設
置
型
浄
化
槽
の
設
置

下
水
道
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

☆
日
時
：
10
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
午
後
３
時
ま
で

 

☆
場
所
：
扇
町
し
ら
さ
ぎ
広
場
（
扇
町

　
　
　
　
管
理
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
小
田
原
市
扇
町
六
丁
目
８
１

　
　
　
　
９
番
地

 

☆
交
通
：
小
田
急
線
蛍
田
駅
か
ら
徒
歩

　
　
　
　
10
分
ま
た
は
伊
豆
箱
根
鉄
道

　
　
　
　
大
雄
山
線
五
百
羅
漢
駅
か
ら

　
　
　
　
徒
歩
５
分

 【
主
な
催
し
物
】

　
・
下
水
処
理
場
見
学

　
・
下
水
道
学
習
室
（
微
生
物
の
顕
微

　
　
鏡
観
察
、
簡
易
水
質
実
験
）

　
・
模
擬
店

　
・
ゲ
ー
ム

　
・
地
元
の
太
鼓
や
お
囃
子
の
演
奏
、

　
　
演
舞
な
ど

 【
問
合
せ
】

（
公
財
）
神
奈
川
県
下
水
道
公
社　

（
電
話
）
０
４
６
３

－

55

－

７
４
３
８

は
や
し

下水道には「汚水用管路」と「雨水用管路」の２つがあり、
汚水は下水処理場へ、雨水は水路や川に直接放流しています

～下水道のしくみ～

　
下
水
道
に
排
出
さ
れ
た
生
活
雑
排
水
は
、

酒
匂
川
流
域
下
水
道
右
岸
処
理
場
（
扇
町

管
理
セ
ン
タ
ー
）
で
き
れ
い
な
水
に
し
て

か
ら
河
川
に
放
流
し
、
海
に
流
れ
て
ゆ
き

ま
す
。
海
や
川
の
水
は
、
や
が
て
蒸
発
し

て
雲
と
な
り
、
雨
や
雪
と
な
っ
て
地
上
に

降
り
そ
そ
ぎ
ま
す
。
そ
し
て
雨
水
は
川
や

湖
に
流
れ
込
み
、
ま
た
生
活
水
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
は
自
然
の
中
で
循

環
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
め
ぐ

み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

水
の
動
き
を「
水
の
循
環
」と
い
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
環
境
衛
生
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
以
外
に
も
、「
水
の
循
環
」
の

中
で
、
使
用
し
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
水
を
川
に
返
す
と
い
う

大
切
な
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
役
割

酒匂川流域下水道右岸処理場（扇町管理センター）



　
町
内
の
女
性
の
最
高
齢
者
は
１
０
３
歳

の
石
川
ヨ
シ
さ
ん
、
男
性
の
最
高
齢
者
は

１
０
０
歳
の
井
上
一
郎
さ
ん
で
す
。
次
に

95
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。
（
８
月
15
日
調
査
）

※

敬
称
略
・
誕
生
日
順

103
歳　
石
川　
ヨ
シ 

（
萩
原
下
）

102
歳　
飯
山　
イ
ト 

（
越
地
）

100
歳　
井
上　
一
郎 

（
越
地
）

　
　
　
山
田　
孝
行 

（
怒
杭
文
化
）

　
　
　
小
瀨　
千
代 

（
平
山
）

　
　
　
渡
辺　
ツ
マ 

（
谷
戸
諸
渕
）

　
　
　
杉
本　
　
代 

（
萩
原
下
）

　
　
　
羽
田　
て
い 

（
田
屋
敷
）

99
歳　
杉
本　
増
江 

（
中
下
清
水
）

98
歳　
杉
本　
　
内 

（
神
縄
）

　
　
　
髙
橋　
三
枝 

（
畑
）

　
　
　
茂
川 

（
台
）

　
　
　
瀬
戸　
ナ
カ 

（
萩
原
下
）

　
　
　
瀬
戸　
利
夫 

（
中
下
清
水
）

　
　
　
　
澤　
二
三
子 

（
前
耕
地
）

97
歳　
髙
橋　
フ
ミ
子 

（
城
山
）

　
　
　
細
谷　
　
久
枝 

（
谷
ケ
）

　
　
　
堀
内　
と
く
子 

（
前
耕
地
）

　
　
　
関　
　
貢 

（
萩
原
）

　
　
　
鈴
木　
美
津
子 

（
越
地
）

　
　
　
林　
　
澄
江 

（
宮
地
）

　
　
　
尾
﨑　
よ
志
子 

（
下
本
村
）

　
　
　
渋
谷　
ツ
ネ 

（
湯
坂
）

　
　
　
加
藤　
照
子 

（
湯
本
平
）

　
　
　
鈴
木　
ツ
ヤ 

（
越
地
）

　
　
　
瀬
戸　
通
男 

（
宮
地
）

　
　
　
鈴
木　
サ
ダ
子 

（
宮
地
）

　
　
　
　
野　
ミ
ヱ 

（
下
本
村
）

　
　
　
松
井　
コ
ン 

（
畑
）

96
歳　
山
崎　
百
合
子 

（
谷
戸
諸
渕
）

　
　
　
井
上　
住
枝 

（
峰
下
）

　
　
　
寺
岡　
フ
ジ
コ 

（
原
耕
地
）

　
　
　
豊
田　
佐
平 
（
神
縄
）

　
　
　
和
田　
ヒ
サ
ヱ 
（
越
地
）

　
　
　
瀬
戸　
駒
雄 
（
城
山
）

　
長
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
さ
れ
て

き
た
方
々
の
長
寿
を
お
祝
い
す
る
「
敬

老
の
つ
ど
い
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

○
日　
　
時

　
９
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
２
時
00
分
か
ら

　
　
　
　
午
後
４
時
00
分
頃
ま
で　
　
　

○
場　
　
所

　
山
北
町
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル
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○
対
象
の
方

　
町
内
在
住
で
、
９
月
15
日
現
在
に
お
い

　
て
満
75
歳
以
上
の
方
（
昭
和
17
年
９
月

　
15
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

　
※

対
象
の
方
に
は
、８
月
に
各
地
区
の
自

　
　
治
会
長
や
婦
人
会
役
員
を
通
じ
て
案

　
　
内
状
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

○
内　
　
容

　
第
一
部　
式
典
（
表
彰
、
祝
辞
な
ど
）

　
第
二
部　
余
興　

第
二
部
で
は
、
歌
手

の
北
川
大
介
さ
ん
が
登

場
し
ま
す
。

「
平
成
２9
年
度

　
　敬
老
の
つ
ど
い
」を

　
　
　
　
開
催
し
ま
す

▼

昨
年
の
式
典
の
様
子

▲昨年の式典の様子

　
　
　
善
浪　
富
子 

（
谷
ケ
）

　
　
　
谷
井　
菊
江 

（
萩
原
）

　
　
　
冨
﨑　
悦
代 

（
谷
ケ
）

　
　
　
佐
藤　
絹
江 

（
原
耕
地
）

　
　
　
石
田　
き
よ 

（
怒
杭
文
化
）

　
　
　
稲
場　
志
賀
野 

（
宮
地
）

95
歳　
杉
森　
富
美
子 

（
前
耕
地
）

　
　
　
川
本　
清
明 

（
下
本
村
）

　
　
　
小
澤　
シ
ズ
イ 

（
都
夫
良
野
）

　
　
　
瀨
戸　
政
市 

（
古
宿
）

　
　
　
田
渕　
キ
ミ
子 

（
湯
坂
）

　
　
　
鈴
木　
公 

（
湯
本
平
）

　
　
　
相
原　
郁
江 

（
湯
坂
）

　
　
　
関　
　
ハ
ル
子 

（
台
）

　
　
　
米
山　
政
榮 

（
田
屋
敷
）

　
　
　
川
野　
清
二 

（
城
山
）

　
　
　
加
藤　
　
志 

（
田
屋
敷
）

　
　
　
野
木　
は
る
江 

（
湯
本
平
）

　
　
　
岡
部　
ち
よ 

（
谷
ケ
）

　
　
　
武
尾　
ふ
さ 

（
谷
ケ
）

　
　
　
関　
　
德
松 

（
台
）

　
　
　
熊
澤　
　
江 

（
平
山
）

　
　
　
髙
橋　
眞
平 

（
畑
）

　
　
　
髙
橋　
忠 

（
畑
）

　
　
　
天
野　
順
子 

（
尺
里
東
）

　
　
　
井
上　
さ
か
江 

（
畑
）

　
　
　
關　
　
ミ
チ 

（
萩
原
）

　
　
　
佐
藤　
つ
ね
代 

（
畑
）

　
　
　
小
瀬　
み 

（
宿
）

　
　
　
友
江　
ノ
ブ
子 

（
田
屋
敷
）

　
　
　
清
水　
直
江 

（
下
本
村
）

　
　
　
山
崎　
サ
ヨ 

（
平
山
）

　
　
　
千
田　
敦
子 

（
上
本
村
）

　
　
　
髙
橋　
ヤ
ヱ 

（
畑
）

※

年
齢
は
９
月
15
日
現
在
で
す
。

※

紙
面
の
都
合
に
よ
り
95
歳
以
上
の
方
の

　
み
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課
福
祉
推
進
班

（
電
話
）
75　
│
３
６
４
４



第66回 足柄上郡総合体育大会　山北町は総合成績３位
　大井町をメーン会場に、７月23日、30日の２日間にわたって、第66回足柄上郡総合体育大会が実施されました。
　山北町は10種目の競技に参加し、バスケットボール、卓球、ソフトボール男子、剣道の４種目が優勝という
素晴らしい成績を収めました。
　また、他の競技種目も大いに健闘し、総合成績では第３位となりました。

広報やまきた　平成29年9月号　No.7517

第８期 やまきたブランド認定品が
　　　　　　　　　　　　決まりました！

　７月11日に実施された、第８期やまきたブランド
認定審査会で、独自性・機能性・市場性などについ
て審査を行い、次の３品目が新たに認定されました。

【やまきたブランドとは】
　山北町の農産物などを活用した町のイメージにふさ
わしい加工品、食料品、工芸品などを事業者の申請に
基づき審査をし、認定基準に合致し認定された商品。

【問合せ】商工観光課商工観光班（電話）７５－３６４６

限定ラベル丹沢山

「俺たちのＤ５２」
山北鉄道公園のＳＬ復活記念に
作られた限定ラベルの丹沢山です。

（株）露木勝兵ヱ商店
（電話）７５－０００２

一口メモ

ご飯のお供に

どうぞ

酸っぱさの中にほんのり甘さを
感じるおいしい梅干しです。
販売価格　３５０円
杉山農園
（電話）７６－３８９４

杉山農園の
梅干し

一口メモ

お部屋にも

飾れます
販売価格　２,１６０円
（株）露木勝兵ヱ商店
（電話）７５－０００２

ＳＬ機関車ボトル

販売価格
１,３５０円

バスケットボール 剣　道ソフトボール男子卓　球

人権擁護委員に福岡　江さんが再任されました
　福岡　江さんが人権擁護委員に再任されました。人権擁護委員は法務大臣から委嘱されるもので、任期は平成
29年７月１日から平成32年６月30日までとなります。
　人権擁護委員は、地域の皆さんの人権相談を受け、問題解決のお手伝いをしたり、人権侵害の被害者を救済し
たりするほか、人権について普及啓発活動を行っています。

【問合せ】福祉課福祉推進班（電話）７５－３６４４

山北鉄道公園の
ＳＬをモチーフ
にした徳利です。

とっくり

一口メモ

お燗でどうぞ
かん
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佐藤　孝子さん
丹沢湖観光連絡会会長

　佐藤孝子さんは、平成29年５月から丹沢湖観光連絡
会会長として、商業並びに観光業の振興発展と会員相互
の親睦を図ることにご尽力されています。今回は、佐藤
さんにお話を伺いました。

会長に就任された感想をお聞かせください。
　山北町山荘民宿キャンプ場協議会会員の時に会長の助
けになればと副会長の職を受け、その後山北町山荘民宿
キャンプ場協議会と三保ダム丹沢湖商店振興会の２つの
組織が統合して丹沢湖観光連絡会が発足し、今年の５月
から会長を務めています。　
　前会長の後任として女性である私が会長になる事は少し
抵抗がありました。会長職を担う自信はありませんが、皆
様に助けていただきながら「頑張っていこう」と言う気持
ちです。

丹沢湖観光連絡会は
どのような活動をされていますか。
　現在は、会単独での活動はありませんが、役場商工観
光課、山北町商工会、山北町観光協会のお手伝いや観光
関係団体での丹沢湖周辺の美化清掃には、力を入れてい
ます。
　また、丹沢湖のお土産にとカンバッチを作成し、販売を
しています。

お父さん　尾崎　峰幸さん
お母さん　　　　千秋さん
　　　　　　　　玲汰くん ６歳
　　　　　　　　愛佳ちゃん ２歳

れい

まな か

た

尾崎さんご家族 湯坂

　大きな行事も大切ですが、まずは丹沢湖周辺の事から
活動していきたいと思っています。ほとんどの会員は丹沢
湖周辺の事業主として頑張っているので、無理のない形で
会の運営を進めていきたいです。
　私としては、堅苦しい会ではなく、困った事をいつでも
なんでも相談できる友達が集うような会にしたいと考えて
います。
　会員の世代交代が多くなったことに伴い、今後の活動よ
りもまず先に会の在り方を会員と考えていきたいと思って
います。そのためには、会員同士が色々な意見交換をす
る事が大切だと考えているため、１～２か月に１度は意見
交換できる場を設けたいと思っています。

今後どのような活動に
力を入れていきたいと考えていますか。

町の人
Yamakita

　兄の玲汰、妹の愛佳の２人の母親として、毎日忙しく
も楽しく子育てをさせていただいています。大変なこと
もたくさんありますが、そんなことを吹っ飛ばすくらい
の笑顔と幸せを、日々２人の子どもたちからもらってい
ます。
　玲汰は春から小学生になりました。違和感のあったラ
ンドセルも最近ではすっかり馴染んで見えます。小学校
という今までより少しばかり広い世界に出て、良いもの
も悪いものも色々と吸収しているところ。ちょっぴり生
意気なことを言うようになってきましたが、家の手伝い
や妹の面倒もよくみてくれる優しいお兄ちゃんに成長し
てくれました。
　愛佳は、私が側に居なくても自分自身で遊びを楽しむ
ことが出来るようになりました。おままごとをしたり、
歌や踊りの真似をしたり、最近のブームは「となりのト
トロ」です。歌って踊る姿を見ると、癒され自然と笑顔
がこぼれます。真似をするポイントが大人と違うので、
子どもの物事の捉え方の柔軟さを感じる今日この頃です。
　私も頭を柔らかくして、もっと良いお母さんになれる
ように努力していきたいです。この歳になってもまだま
だ成長していけるなんて、子育てっていいですね！これ
からも家族４人、今よりもっともっと笑顔の絶えない幸
せな家庭を築いていけたらなと思います。

（お話は、お母さんの千秋さん）

な　じ

いや



平成28年度　選挙人名簿抄本の閲覧状況の公表
　公職選挙法の規定により、各市区町村選挙管理委員会は、毎年少なくとも１回、選挙人名簿の抄本の閲覧状況
について公表することとなっています。 平成28年度中の選挙人名簿の抄本の閲覧状況は次のとおりです。
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【問合せ】山北町選挙管理委員会（総務防災課内）（電話）７５－３６４３

代表者又は管理人の氏名及び
主たる事務所の所在地

(※閲覧申出者が法人の場合)

世論調査部長　前田　直人
東京都中央区築地５－３－２

閲覧年月日

平成28年11月14日

閲覧申出者の名称

朝日新聞東京本社

利用目的の概要

政治・選挙などに関する
世論調査を実施するため

閲覧に係る
選挙人の範囲

平山投票区（７件）

選挙人名簿抄本

在外選挙人名簿抄本　閲覧はありませんでした。

　町では、平成29年５月22日付けで内閣総理大臣より山北町教育特区の認定を受け、株式会社が設立する学校
設置に関し、認可権を得ることができました。
　そこで、株式会社山北学園から、平成29年６月７日付けで学校設置認可申請書が提出され、町の書類審査などを経
て、町長から町私立学校審議会（私学審議会）へ諮問されました。私学審議会は３回開催され、書類審査・設置審議・
現地調査・申請者面談などを行い、平成29年８月８日に私学審議会から町長に設置認可妥当との答申がありました。
　私学審議会からの答申を受け、町長は学校教育法第４条第１項の学校設置の認可をし、町長から学校設置会社
である株式会社山北学園大森代表取締役社長に対し、認可書を交付しました。

　これにより、私立（広域通信制）の「鹿島山北高等
学校」が旧三保中学校を利用して開校されることとなり
ました。この学校は山北町では初となる私立高等学校
であり、開校は平成29年９月１日を予定しています。学
校の広報や生徒募集は認可の翌日８月10日から行われ
ており、実際の授業開始は10月２日の予定です。開校
に伴い、今年度の入学生徒数は240人を見込んでおり、
平成32年度には1,000人を超える生徒数を想定していま
す。今後、集中スクーリングでは町内宿泊施設の利用
や体験学習なども計画されていることから、社会的経
済的効果が期待できます。

山北町に私立（広域通信制）高等学校　　
　　「鹿島山北高等学校」が誕生！

▲

学
校
設
置
認
可
書
授
与

▲旧三保中学校

▲
私
学
審
議
会
答
申

【問合せ】　教育特区推進室　教育特区推進班
　　　　　　　　　　　　（電話）７５－３６５７



　
生
活
習
慣
病
に
よ
る
医
療
費
を
減
ら
す

た
め
に
は
、
生
活
習
慣
病
に
な
ら
な
い
こ

と
（
予
防
）、
悪
化
さ
せ
な
い
こ
と
（
管

理
）
が
必
要
で
す
。

　
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
と

管
理
に
役
立
ち
ま
す
。
受
診
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
正

確
な
知
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
管
理
を
続
け
る
た
め
に
健
診
を
上

手
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

　
　
　
　
（
電
話
）
75

－

３
６
４
２

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
管
理
の
た
め
に

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！
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第66号

山
北
町
の
国
民
健
康
保
険
に
は
び
こ
る
生
活
習
慣
病

　
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
で
、
高
血

圧
症
・
糖
尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
高
尿
酸

血
症
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
で
医
療
機
関

に
か
か
っ
た
人
は
、
１
，
５
８
７
人
い
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
は
年
間
３
，
０
９
４
人
で
し
た
の

で
、
２
人
に
１
人
以
上
が
何
ら
か
の
生
活

習
慣
病
を
患
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

２
人
に
１
人
が
生
活
習
慣
病

【
さ
く
ら
の
湯
】通
信

今
月
の
イ
ベ
ン
ト
日

9
月
26
日（
火
）  

風
呂（
ふ
ろ
）の
日

・
毎
月
26
日
を
風
呂
の
日
と
し
、

　
当
日
利
用
券
を
購
入
し
、入
場
さ

れ
た
方
全
員
に
、次
回
平
日
ご
利

用
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
、町
Ｈ
Ｐ
な

　
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費（
歯
科
を
除
く
）の
総
額
は
約
11
億
５
千

万
円
で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
生
活
習
慣
病

そ
の
も
の
の
治
療
に
か
か
っ
た
の
は
約
１

億
６
千
万
円
で
、
約
14
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
脳
梗
塞
な
ど
の
関
連
疾
患
を

加
え
る
と
全
体
の
21
％
を
生
活
習
慣
病
が

占
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保

険
の
中
で
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
医
療
費

は
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
に
か
か
る
医
療
費
は…

　
平
成
28
年
度
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
の
う
ち
心
疾
患（
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
、

不
整
脈
な
ど
）
を
患
っ
て
い
る
人
は
４
５

７
人
い
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
生
活
習
慣

病
に
該
当
す
る
人
は
４
２
８
人
い
ま
し
た
。

同
じ
く
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
、
脳
内
出

血
な
ど
）
を
患
っ
て
い
る
人
は
２
０
１
人

い
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
生
活
習
慣
病
の

人
は
１
８
９
人
で
し
た
。
生
活
習
慣
病
と

心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
は
密
接
な
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
命
に
か
か
わ
る

し
ん
き
ん
こ
う
そ
く

の
う
こ
う
そ
く

国民健康保険
加入者の２人に
１人が

生活習慣病！

国民健康保険の医療費の21％は生活習慣病が占めている

疾患名
高 血 圧 症
糖 尿 病
脂質異常症
高尿酸血症

総医療費
64,976,030円
67,962,850円
30,696,420円
846,690円

164,481,990円

疾患名
脳 梗 塞
クモ膜下出血
脳 出 血
狭 心 症
心 筋 梗 塞
不 整 脈

総医療費
13,233,090円
3,587,990円
5,998,980円
14,666,370円
7,833,270円
34,822,750円
80,142,450円

心疾患の人のうち10人に
9.4人が生活習慣病

脳血管疾患の人のうち10人に
9.4人が生活習慣病
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夏休み期間中、小・中学生を対象に『サマースクール』を開校しました。
今年は雨ばかりの夏でしたが、それでも子ども達はみんな
元気いっぱいに楽しく活動することができました。

全10教室に延べ218名の子ども達に参加していただきました。

科学教室Ⅰ
キッチンサイエンス
【７月28日（金）】

一日図書室員体験教室
【７月28日（金）】

こども陶芸教室
【７月29日（土）・８月５日（土）】

カーレット
体験教室
【７月27日（木）】

part1

夏休み　
　　　　　

　　　　
　　　　

サマース
クールを

開校しま
した



前 回 の イ ベ ン ト か ら
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9

号
月

●山北のお峯入り写真展
日　時：９月２８日（木）～１０月９日（月）９：００～１７：００
　　　　（ただし、２８日は１３：００から）
場　所：１階ロビー
問合せ：生涯学習課生涯学習スポーツ班　TEL（７５）３６４９

お知
　らせ

●山北美術協会秋季ロビー展
日　時：９月１３日（水）～２７日（水）９：００～１７：００
　　　　（ただし、１３日は１３：００から２７日は１６：００まで）
場　所：１階ロビー                                              
問合せ：山北美術協会　瀬戸　栄子　TEL（７５）２１５５

ロビー展示

＊9月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。
＊9月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
　定員になりしだい締め切りとなります。

♪親子で楽しむわらべうた♪
　わらべうたは、あかちゃんから大人まで、一緒に楽しめる遊びです。わらべうたで人の声のここちよさを体験した子ど
もは、絵本を読む声にもよく耳を傾けるようになると言われています。
　親子でわらべうたの楽しさを体験し、絵本の読み聞かせに繋げる第一歩にしませんか？ 
日　時：９月２７日（水）１０：３０～１１：３０ 場　所：生涯学習センター２階和室
対　象：６か月～３歳までの乳幼児と保護者10組 講　師：生涯学習センター職員
参加費：無料 その他：動きやすい服装でお越しください。

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは生涯学習センター事務室Tel（75）3131までどうぞ！

こども茶道体験教室
【８月２日（水）・４日（金）】

絵画教室
【８月３日（木）】

クッキー作り
教室
【８月３日（木）】

part2

科学教室Ⅱ
手作り入浴剤
をつくろう
【８月１日（火）】

夏休みサマースクールを開校しました
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☆ 新着本案内 ☆

図図 室室書
から

9

号
月

おはなし会
9月16日（土）担当：ゆめ
大型絵本
『おばけのてんぷら』ほか
●時　間　10：30～11：00
●場　所　親子室（図書室内）
※申込みの必要はありません。
　時間までにお越しください。
※毎月第３土曜日に開催します。

ほか

◆ 一 般 書
書　　　名 著  者  名　等

家光は、なぜ「鎖国」をしたのか 山本　博文
家光政権時に「鎖国」に至った道筋から現代を読み解く。

顔の老化のメカニズム 江連　智暢
老けた顔の要因、肌構造のメカニズム…、老化を解説。

はじめてのママカメラ 今井　しのぶ
超ビギナー向け撮影ハンドブック。簡単な言葉で解説

月の満ち欠け 佐藤　正午
目の前にいる七歳の娘が、亡き我が子？直木賞受賞作。

桶狭間の四人 鈴木　輝一郎
光秀、秀吉、信長、家康。運を引き寄せた鬼才たちの青春譚。

ほか

◆ DVD（寄贈）
タイトル

忍たま乱太郎の宇宙大冒険withコズミックフロントNEXT  太陽系の段
新・恐竜大進撃
ネコネコ動画　̶おもしろニャンコ大集合̶
えいごとなかよし　̶色・数・歌 身近な英語を覚えよう̶
グーフィー　̶グーフィーのバスケットボール̶
ミス・ペレグリンと奇妙なこどもたち

ほか

◆ 児 童 書
書　　　名 著  者  名　等

水辺の鳥を観察しよう 飯村　茂樹
湖や池、河川や海辺の野鳥の生態を写真とともに紹介。

世界の乗りもの大図鑑 ギフォード
カッコいい！乗ってみたい！900種の乗りものが大集合。

わごむはどのくらいのびるかしら サーラー　他
わゴムをのばしてのばして…、月へ行くロケットを飛ばす?

小学校がなくなる 麻生　かづこ
彩の通っている小学校が隣の小学校と統合されることになり…。

メアリと魔女の花 スチュアート
少女メアリは、黒ネコのティブに教えられ不思議な花を見つけるが…。

今月のおすすめ本コーナー

『熟年世代へ贈る̶人生を豊かにする本』
一般向

『おじいちゃん・おばあちゃんの本』
児童向

　図書室では、テーマを変えておすすめの
本を紹介しています。今月は、「敬老の日」
をテーマに展示します。

お知らせ

　図書システム更新に伴い、インターネット
検索及び予約について、９月1８日（月）午後
５時１５分から９月２２日（金）午前９時まで
の期間、利用できなくなります。
　ご不便をお掛け致しますがご理解とご協力
をお願いします。
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＊都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

限られた資源を
大切にしましょう

生涯学習センターでは、地球温暖化防止対策推進のため、
　①照明は使用時以外こまめに切る。
　②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

～環境にやさしいまちづくりを目指して～

9

号
月

※生涯学習センター（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※　　　は休館日、　　　は祝日。

休 館 日

日
6
13
20
27

月
7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24
31

金 土
10月

4
11
18
25

5
12
19
26

日
1
8
15
22
29

月
2
9
16
23
30

火

3
10
17
24

水

4
11
18
25

木

5
12
19
26

金 土
９月

6
13
20
27

7
14
21
28

場　　所 対象催　し　物　名 主 催 者 ・ 問 合 せ開始時刻９月

1

2

9

10

13

16

17

27

28

30

4

7

13

14

金

土

土

日

水

土

日

水

木

土

水

土

金

土

敬老のつどい記念写真展示（～10日）

ジュニアコーラス

山北吟詠連盟発表会

ジュニアコーラス

敬老のつどい

山北美術協会秋季ロビー展（～27日）

ジュニアコーラス

おはなし会

米若会ゆかたざらい

親子で楽しむわらべうた

山北のお峯入り写真展（～10月9日）

ジュニアコーラス

やまぶき学級 開講式

第38回日本山岳修験学会山北・丹沢学術大会公開講演

露木盛枝個展「ふるさとに感謝」（～26日）

やまぶき学級

ジュニアコーラス

自 由

申込者

自 由

申込者

対象者

自 由

申込者

自 由

自 由

申込者

自 由

申込者

申込者

自 由

自 由

申込者

申込者

福祉課 ☎（75）3644

生涯学習センター

山北吟詠連盟

生涯学習センター

福祉課 ☎（75）3644

山北美術協会
瀬戸　栄子 ☎（72）2155

生涯学習センター

生涯学習センター

米若会
若林　武雄 ☎（82）5335

生涯学習センター

生涯学習課 ☎（75）3649

生涯学習センター

社会福祉協議会 ☎（75）1294

生涯学習課 ☎（75）3649

露木　盛枝

社会福祉協議会 ☎（75）1294

生涯学習センター

１３：００

１０：００

１３：００

１０：００

１４：００

１３：００

１０：００

１０：３０

１０：３０

１０：３０

１３：００

１０：００

１３：３０

１２：５０

９：００

１３：３０

１０：００

1 階 ロ ビ ー

視聴覚ホール

多目的ホール

視聴覚ホール

多目的ホール

１階ロビー

視聴覚ホール

図 書 室

多目的ホール

和 室

１階ロビー

視聴覚ホール

視聴覚ホール

多目的ホール

１階ロビー

多目的ホール

視聴覚ホール

場　　所 対象催　し　物　名 主 催 者 ・ 問 合 せ開始時刻10月(前半）
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7月1日から7月31日まで（小田原市消防本部）町内の災害等出動状況
火災 1件 救急 63件 救助 1件

山北
三保　

　30.1℃
26.3℃

（28.2℃）
（24.3℃）

7月の平均気温

町の人口と世帯 （8月1日 現在）
（　）内は前月比

5,231人　
5,471人　
10,702人　
4,223世帯

（－8人）
（＋2人）
（－6人）

（－3世帯）

男
女
計

世帯数

※（　）内は平成28年の数値

7月の降雨量
山北
三保　

89mm
61mm

（155mm）
（188mm）

９／　３　　総合防災訓練

　　　６～　第３回町議会定例会
　　１０　　敬老のつどい

９／　３　　総合防災訓練

　　　６～　第３回町議会定例会
　　１０　　敬老のつどい

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）
か 　 お

下本村　　片　瀬　花　央（女）　隆　・　環

※今回の掲載分は、平成２９年７月１６日から平成２９年８月１５日までに受付したものです。
　なお、希望された場合のみ掲載しています。

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

農道整備及び維持管理のため

　株式会社
　小笠原プレシジョンラボラトリー　様
  300,000円

苔
む
し
し
つ
づ
ら
に
折
れ
る
参
道
を
登
り
つ
め
れ
ば
井
伊
家
の

菩
提
寺　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川　
口　
恵　
美

（
評
）
古
刹
の
叙
景
を
詠
ん
だ
作
者
の
過
去
の
幾
多
の
作
品
か

ら
信
士
な
ら
で
は
の
視
点
を
感
じ
て
い
た
が
、
こ
の
一
首
か
ら

更
に
感
受
し
た
も
の
が
あ
る
。参
道
と
は
山
門
に
致
る
ま
で
に
、

参
拝
者
の
邪
念
が
洗
わ
れ
る
に
足
り
る
意
図
さ
れ
た
道
程
で
は
な

か
ろ
う
か
と
の
想
い
で
あ
る
。
曲
ね
り
、
う
っ
そ
う
と
し
た
山
道

か
ら
、
一
気
に
開
か
れ
た
視
界
に
見
上
ぐ
名
刹
龍
漂
寺
に
深
い

慈
悲
を
覚
え
つ
つ
合
掌
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
後
藤
一
乃　
記
）

私
が
私
呼
び
出
す
苦
笑
し
つ
携
帯
さ
が
す
家
電
の
ベ
ル
に

　
　
　
注
：
家
電
＝
固
定
電
話　
　
　
　
　
後　
藤　
一　
乃

玻
璃
あ
お
き
ビ
ー
ド
ロ
ふ
け
ば
弾
け
散
る
ポ
ッ
ピ
ン
ポ
ッ
ピ
ン

と
夢
の
か
け
ら
が

　
　
　
注
：
玻
璃
＝
ガ
ラ
ス　
　
　
　
　
　
武　
尾　
ふ
じ
子

色
艶
の
よ
き
に
お
も
わ
ず
手
に
と
れ
ば
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
の
ご

と
き
茄
子
に
さ
さ
る
る　
　
　
　
　
　
　
　
髙　
橋　
喜
美
代

庭
先
の
つ
る
な
し
朝
顔
咲
く
を
見
て
加
賀
の
千
代
女
は
何
を
思

わ
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴　
岡　
幸　
子

国
内
を
旅
す
る
程
の
気
軽
さ
に
飛
行
機
の
り
継
ぎ
子
は
帰
り
ゆ

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山　
﨑　
文　
子

雨
あ
が
り
の
雫
に
ぬ
れ
し
花
木
槿
久
し
く
会
わ
ぬ
人
を
想
え
り

石　
川　
和　
子

コ
ス
モ
ス
の
花
の
数
だ
け
風
の
来
て
露
店
の
あ
た
り
暫
し
華
や

ぐ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相　
原　
と
き
江

こ
さ
つ

こ
け

う

み
ち
の
り

め
い
さ
つ

じ

ひ

さ
ん
ど
う

い
え
で
ん

は　

りつ
や

し
ず
く

む
く
げ

は
な

上清水　　勝　又　　昭　（男）８５歳　本　人
城　山　　瀬　戸　　　　（男）８６歳　　〃
　〃　　　髙　橋　サ　ワ（女）９０歳　　〃
越　地　　髙　橋　文　江（女）８７歳　　〃
　〃　　　鈴　木　　　三（男）８６歳　　〃
　〃　　　鈴　木　昭　雄（男）８９歳　　〃
南　原　　甲　田　幸　雄（男）６１歳　　〃
尺里西　　和　田　　豊　（男）８９歳　　〃
尺里東　　瀬　戸　　豊　（男）６４歳　　〃
下本村　　荻　野　　薫　（男）８９歳　　〃
萩　原　　須　田　ミツ子（女）９５歳　光　弘
中下清水　　瀬　戸　治　美（女）６６歳　正
宮　地　　藤　　　利　子（女）９４歳　保　吉
越　地　　久　保　直　子（女）６６歳　寿　幸
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今月の表紙
「洒水の滝祭り」
　今月号の表紙は、洒水の滝祭りで行
われた名瀑おろしの様子です。
　多くの観光客が滝を背に神妙な面持
ちで儀式を行っている姿を見守りました。

やまきた

アルバム

四季折々の
山北のイベント

　７月23日、洒水の滝祭りが開催されました。
　滝の前では、お水取り、名瀑おろしなどの儀式に続
き、洒水太鼓の奉納が行われ、その後滝不動尊境内で
は式典や太鼓の競演、火祭りが行われました。
　今年も地元の洒水太鼓をはじめ、品川区の八潮太
鼓、小山町の駿河乃國鼓太郎の力強い太鼓の音は訪れ
た方々を魅了しました。

　７月28日に共和地区で上下流自治体間交流が行われ
ました。この事業は都市住民に水源地域の役割や、水
源環境保全の大切さを理解してもらうために開催してい
るもので、毎年下流域の川崎市と交流を行っています。
 当日は間伐見学や下草刈りなどの森林保全活動を実
施し、また竹細工による虫かご作りや、ヤマメのつか
み取り体験などを通して、共和地区の方々との交流を
深めました。

　町の最高齢者の石川ヨシさんは、大正３年７月生ま
れの103歳。
　若い頃は毎日畑に出
て農作業などをされて
いました。
　趣味は友人との旅行
で、海外に行かれるこ
ともありました。また
縫い物が得意で、今ま
でにたくさんのお着物
を作りになられました。
　石川さんは、町の最
高齢者として記念品を受け取られました。

　８月10日、第35回丹沢湖花火大会が開催されました。
　花火打ち上げ前には、フラダンスや歌謡の披露、品
川区の大井権現太鼓の演奏、阿波踊りやソーラン山北
の演舞により、会場内は大いに盛り上がりました。
　午後８時からは約2,000発の花火が打ち上げられ、
丹沢湖の湖面と上空を色鮮やかに照らしました。

観客を魅了した太鼓の演奏 洒水の火祭り

ヤマメのつかみ取り体験

最高齢の石川ヨシさん（103歳）

森林保全活動

町民最高齢者ご長寿のお祝い

第35回 丹沢湖花火大会

上下流域自治体間交流事業
～川崎市との交流～

火と水と音の洒水の滝祭り
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